
４月２７日に小郡自動車学校をお借りして､１年生を対象にした交通

安全教室を開催しました。２時間の交通安全教室では､講話と実技の内

容でした。講話では、小郡警察署の方が来られて、ＤＶＤを視聴して、

自転車のルール、「ながら運転」などの危険運転によって自転車に乗

る側が加害者となる事例が紹介されました。実技では、本年度はＪＲ

九州の協力で、本物と同じ踏切で、横断の仕方や、踏切事故が起きたときの対処法を練習しました。また､

横断の判断テストをするために､自動車学校の職員の方が自転車に乗り､実際に車も運転され、どのタイミング

で危険なく道を横断できるかなどを考える場を設定されて､分かりやすく指導をしていただきました。改めて､

交通ルールやマナーを守らなければいけないということが再確認できた講習会となりました。 

  高額賠償の例では､小５の少年が乗った自転車と歩行者との衝突事故をめぐる損害賠償訴訟で､神戸地裁

が少年の保護者に約９５００万円という賠償を命じるというケースもありました。ルールーを守らないと事

故につながる危険性が増し､被害者になるだけでなく､このように加害者にもなりえます。事故にあってか

らでは取り返しがつきません。まずは､自分の命は自分で守るよう心がけたいものです。今後もマナーアッ

プに向けて継続的に指導をしてまいりますが､どうか御家庭でも､お子様のかけがえのない命を守るためで

すから､今一度自転車の乗り方について一層の御指導をお願いいたします。 

４月２６日に全校生徒を対象に､暴力団排除教室を開催しました。福岡県警察本部から講師をお招きし､

暴力団の実態や被害､近くで実際に起きた事件などについてお話をうかがいました。全国に２５ある指定暴

力団のうち､５つが福岡県にあり､さらにそのうち２つの指定暴力団が筑後地区にあるという現状をお話い

ただきました。また、事例を通して、｢暴力団は決してかっこいいものではなく､入ってしまったら最後､地

獄のようなものだ｣と強調されました。さらに､｢暴力団は映画などが美化するイメージと違い､犯罪行為を

する反社会的集団であって関わったら不幸になる。ささいなことでも警察に相談して｣と訴えられました。

特に､近年､予想以上に私たちの身近に暴力団の恐怖･影響が及んできている

現実を知らされました。また､暴力団がどのようにして金を集めるかという

上納金の仕組みのこと､薬物(コカイン､大麻､覚せい剤､シンナー､MDMA)

の売買のこと､女性を監禁して援助交際をさせている実態などを話されまし

た。知らないうちに未成年者が､そうした暴力団とのつながりを持ってしま

い､とりかえしのつかない大きな被害にあう構造がよく分かりました。ま

た､何度も｢暴力団にとって少年､少女は絶好のターゲット｣であること､暴力団

はみなさんの知り合いやインターネットを通じて、みなさんに近づいてくる

ので｢断る勇気をもつこと｣の大切さを繰り返し話されました。 

 最後に､暴力団犯罪を避ける注意点として､(1)新聞等で情報を集め、事件につ

いて知ること (２)日常からルールとマナーを守って生活をすること､ (３)声

に出すこと（いざというときのため、日頃から大きな声であいさつをするなど、声を出すことを身に付けて

おくこと） の三つを挙げられました。 受講後の感想として､１年生のある生徒は｢自分たちが知らないだ

けで､私たちの身の周りに沢山の暴力団組織があることを初めて知った。暴力団の怖さが分かったので､今日

言われた注意点、情報を知ること、日ごろからルールを守ること、元気なあいさつをすることで声に出すこ

とをしっかりと実行していきたい。｣と話してくれました。 

４月２８日に小郡警察署

の方をお招きし､全校生徒

を対象にケータイマナー教

室を開催しました。 ネットにつながっていれば､個人情報は世界中の人が見ることができ､また､一度載せた

ら拡散し削除できないた

め､一度立ち止まって慎重

に考えなければならないこ

と(個人情報の不用意な公

開､不適切な書き込み)、特

に､ネット上でのコミュニケー

ションは､顔が見えないた

め､受け止め方はそれぞれ

で､自分の書き込みが思い

がけず相手を傷つけること

もあること、だからこそ、見

直して、確認しなければい

けないことなどを､具体的

な事例を通して学びまし

た。また､中学生の多くが利

用している LINE やフェイス

ブックをはじめとするコミュ

ニケーションアプリやゲームにおけるトラブルなどについても、事例を通して学びを深めました。講話では、

「自分がわからないことや困ったときには、必ず周りの大人、保護者や先生、警察に相談してください」と

何度も、生徒に訴えられました。 

大原中学校生徒会宣言と共に御家庭でもぜひ話題にしていただきたいと思います。 

踏切での適切な横断の仕方 


